
研究主題 

ともに学び合いながら理解を深め，主体的に学ぶ子供の姿をめざして 

～アクティビティ型の授業の設定とファシリテーションを活用した指導方法の工夫を通して～ 

研究全体構想図 

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証の視点 検証方法 達成目標 

標準学力検査による
学力定着度の客観的
把握 

  

   

  

研究における問い  

①本校児童における「自己調整力」とはどのような力か？ 

②児童自らが自己調整力を育むような「アクティビティ型の授業」の在り方とは？ 

③児童自らが自己調整力を育むような「教師のファシリテーション」の在り方とは？ 

 

児童につけたい資質・能力 

「知識を生かし深める力」 「共に考え伝え合う力」 「自ら関わり学び続ける力」 


